
認定ＮＰＯ法人アンケート 

 

法 人 名： 特定非営利活動法人ふじみの国際交流センター  

担当者名： 永田信雄                          

 

Ｑ１  現在活動している主な事業について教えてください。 

・外国人の人権擁護と自立支援 

・国際理解と国際交流の推進 

・多言語情報の収集と提供 

・外国人児童及び成人への日本語学習支援 

・子どもの健全育成 

・まちづくりの推進 

・その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

   ※活動がわかる画像（県のホームページで公開可能なもの）がございましたらデータで提供をお願いします。 

 

Ｑ２  認定を取得しようと思った理由を教えてください。 

・特定非営利活動法人が多数ある中で、一定の基準を満たしている「優良な団体」であるこ

とを体現するため 

・特定非営利活動法人は「会費収入」と「賛助金・寄付金」で運営することになるが、寄付者

の「メリット」として税制優遇を受けられるため 

 

Ｑ３  認定取得までに苦労された点をお聞かせください。 

・認定制度の意義や目的に対する理事や会員の理解を得るのに時間がかかった 

・認定のための申請書類が難しかった 

 

Ｑ４  認定を取得されたことで法人の運営や活動に何か変化はありましたか。  

・会員やスタッフに「認定 NPO」としての自覚とプライドをもって活動への参加を呼びかける

ことができるようになった。 

・当団体の活動に理解と協力をしていただいている寄付者の皆様への要請がし易くなっ

た。 

 

Ｑ５  多くの方からご支援をいただくためにどんな工夫をされていますか。  

・認定 NPO 法人への寄付メリットを必ず伝えています。 

・「マンスリー」を設定して、毎月口座引き落としで寄付できるようにしました。 

 

Ｑ６  これから認定等の取得を目指す NPO 法人へのアドバイスをお願いします。  

・認定取得の意義や目的を団体構成員、会員への共通認識とすることが最も重要です。 

・早めに共助社会づくり課に相談すべきだと思います。 

（記入日：令和６年 2 月 27 日） 


